
※その他の道路・鉄道については、計画中または事業中の路線を破線で示しています。
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第11 次道路整備五箇年計画において
　　名古屋圏自動車専用道路に位置づけ
地域高規格道路の候補路線に指定
　　　同　　　の計画路線に指定
　　　同　　　の調査区間に指定
　　　　　　　　　（東海市内　L=2km)
残る区間(L=18km) を地域高規格道路の
　　　　　　　　　調査区間に追加指定
「パブリック・インボルブメント(P I ）」開始　
　　（～平成21年7月完了）
都市計画基本方針（案）の閲覧、
　環境影響評価方法書の公告・縦覧
都市計画基本方針の公表
都市計画審議会
都市計画決定の告示
新規事業化（東海JCT部、青海IC ～常滑JCT)
新規事業化（日長IC ～青海IC)
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都市計画審議会
都市計画変更の告示
新広域道路交通計画において
　　　　　　　高規格道路に指定
新規事業化（長浦IC ～日長IC）
有料道路事業許可
新規事業化（大田IC）
重要物流道路に指定

朝倉IC周辺では、道路及び鉄道の広域交通を活かし、“広域圏に
開かれたにぎわいの交流拠点づくり”を進めています。　
寺本IC周辺では、スポーツ集積拠点の形成を進め、金沢IC周辺では、
広域交流拠点の形成を目指しています。

西知多道路を活用したにぎわいの交流拠点の整備 朝倉IC付近位置図（土地利用構想図）

・
　

・

朝倉 IC

北街区の導入施設
◯図書と交流をテーマ
　とした施設
○屋内型あそび広場
○商業施設
○オープンスペース

中街区の導入施設
○市役所新庁舎 供用開始予定：2027年 5月
○ホテル 開業予定：2027年度
○駐車場 供用開始予定：2027年 5月

南街区の導入施設
○都市型集合住宅

西知多道路を活用した市民交流拠点・産業用地の形成

多屋IC南の市役所・りんくう病院等の周辺を市民交流拠点に位置付けると
ともに、災害時における地域の防災・医療拠点としての機能強化を図ります。　
多屋IC周辺を産業用地検討地区として、まちの発展に寄与する新たな
産業用地の形成を目指しています。

多屋IC付近位置図

・
　
・

新たな産業用地
の創出を検討
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　　　同　　　の計画路線に指定
　　　同　　　の調査区間に指定
　　　　　　　　　（東海市内　L=2km)
残る区間(L=18km) を地域高規格道路の
　　　　　　　　　調査区間に追加指定
「パブリック・インボルブメント(P I ）」開始　
　　（～平成21年7月完了）
都市計画基本方針（案）の閲覧、
　環境影響評価方法書の公告・縦覧
都市計画基本方針の公表
都市計画審議会
都市計画決定の告示
新規事業化（東海JCT部、青海IC ～常滑JCT)
新規事業化（日長IC ～青海IC)
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多屋 IC
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新設される大田IC周辺等を産業・物流拠点、広域交流拠点として
位置づけ、新たな産業・商業地の形成を目指しています。

市民や来訪者が余暇を楽しみ、様々な催しの中でまちの魅力向上
やにぎわい創出に寄与する施設を誘致しています。

西知多道路を活用した新たな産業・商業地の形成
大田IC付近位置図
　　　（太田川駅西土地利用構想図）
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商業施設
開業

2027年5月
新庁舎供用
開始予定

『中部国際空港の将来構想』に沿った滑走路の整備

フェーズ１：～2025年
中部国際空港島と対岸部のりんくう町に最先端技術・サービスの
導入を図り、ビジネスモデルを構築します。

フェーズ２：2026年以降
フェーズ１で実現したサービスについて常滑駅周辺等市街地
への展開を図ります。

市内、県内の課題解決のための展開を図ります。
フェーズ３：2030年頃

あいち・とこなめスーパーシティ構想

Aichi Sky Expo
(愛知県国際展示場)
Aichi Sky Expo
(愛知県国際展示場)

常滑駅常滑駅

周辺地域周辺地域

中部国際空港・周辺地域を最先端
技術・サービス(自動運転等)の社
会実装フィールドの中心に位置付
け、早期のサービス展開を目指し
ます。

中 部 国 際 空 港中 部 国 際 空 港

　ＡＩやビッグデータなど先端技術の活用や大胆な規制
改革等によって、未来の生活を先行実現する「まるごと未来
都市」を目指します。

第１段階 〔暫定形〕
　　2027年度を目途に現誘導路の位置に代替滑走路を整備し、深夜早朝時間帯における航空機の運航を継続しながら、
　　現滑走路の大規模補修を実施します。

第２段階 〔将来形〕
　　将来の航空需要等を踏まえ、「中部国際空港沖公有水面埋立事業」により造成される土地に新滑走路を整備し、
　　第１段階で整備した代替滑走路の２本で運用します。
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　今後も増加が見込まれる航空需要に対応するとともに、喫緊の課題である現滑走路の大規模補修に速やかに取り組
む必要があること、また、「中部国際空港沖公有水面埋立事業」による空港西側の工区の埋立に約15年を要するとされる
ことなどを踏まえて、現空港用地と新たに造成される土地を最大限活用して、２段階の整備で滑走路の中心線間隔を
760m確保した２本の滑走路を配置することにより、滑走路処理容量を現在の約1.5倍とすることを目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  　　　　　 【中部国際空港の将来構想（2021年12月策定）】
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愛知県施行区間（個別補助事業）愛知県施行区間（個別補助事業）
日長 IC ～ 常滑 JCT日長 IC ～ 常滑 JCT

整備延長8.0km整備延長8.0km

国土交通省施行区間（権限代行）国土交通省施行区間（権限代行）
長浦 IC ～ 日長 IC長浦 IC ～ 日長 IC

整備延長1.6km整備延長1.6km

事業中区間事業中区間
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既設 IC既設 IC
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国土交通省施行区間（権限代行）国土交通省施行区間（権限代行）
東海 JCT東海 JCT
整備延長2.0km整備延長2.0km

青海 IC～常滑 JCT（平成28年度事業化）
整備延長 4.0km

青海 IC～常滑 JCT（平成28年度事業化）
整備延長 4.0km

日長 IC～青海 IC（平成31年度事業化）
整備延長 4.0km

日長 IC～青海 IC（平成31年度事業化）
整備延長 4.0km

長浦 IC～日長 IC
（令和3年度事業化）
長浦 IC～日長 IC

（令和3年度事業化）
東海 JCT（平成28年度事業化）東海 JCT（平成28年度事業化）

知多南工区知多南工区 常滑工区常滑工区

有料道路事業区間 (愛知県道路公社 )有料道路事業区間 (愛知県道路公社 )

長浦 JCT~常滑 JCT 延長 9km長浦 JCT~常滑 JCT 延長 9km
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至 名古屋至 名古屋

　  ③知多南工区施工状況

至 名古屋市至 名古屋市

至 中部国際空港至 中部国際空港

　　①東海 JCT 施工状況

愛知県・東海市共同施行区間
（交付金事業）

愛知県・東海市共同施行区間
（交付金事業）
大田 IC大田 IC

整備延長1.0km整備延長1.0km

大田 IC
（令和3年度事業化）

大田 IC
（令和3年度事業化）

　　②大田 IC 施工状況
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広域アクセス性の向上による

国土強靱化に資する道路ネットワーク整備

中部圏のモノづくり産業を支える

　災害時においても代

替性・多重性を確保し

た強靱な陸海空のネッ

トワークの構築が必要

になります。

　西知多道路は、災害

時におけるエネルギー

供給地域の早期復旧に

寄与し、車両用燃料等

の搬出など企業 BCP

計画に貢献します。

災害に屈しない
道路ネットワークの構 築

西知多道路沿線のエネルギー供給地域
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路
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朝倉IC

長浦 IC

東海 JCT方面

東邦ガス東邦ガス

出光興産出光興産

JERAJERA

西知多道路沿線のエネルギー供給地域西知多道路沿線のエネルギー供給地域

：火力発電

：石油精製
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平均約5.7時間/回の通行止めが発生
信頼性の向上が課題

【空港アクセス道路のダブルネットワーク化】
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凡 例

大型貨物輸送路
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輸送路
（ボーイング787
              輸送道路）

提供：中部国際空港株式会社
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※全線整備の場合
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愛知県施行区間（個別補助事業）愛知県施行区間（個別補助事業）
日長 IC ～ 常滑 JCT日長 IC ～ 常滑 JCT

整備延長8.0km整備延長8.0km

国土交通省施行区間（権限代行）国土交通省施行区間（権限代行）
長浦 IC ～ 日長 IC長浦 IC ～ 日長 IC

整備延長1.6km整備延長1.6km

事業中区間事業中区間

調査中区間調査中区間

既設 IC既設 IC

新設 IC新設 IC

新設 JCT新設 JCT

至 

静
岡

至 

三
重

国土交通省施行区間（権限代行）国土交通省施行区間（権限代行）
東海 JCT東海 JCT
整備延長2.0km整備延長2.0km

青海 IC～常滑 JCT（平成28年度事業化）
整備延長 4.0km

青海 IC～常滑 JCT（平成28年度事業化）
整備延長 4.0km

日長 IC～青海 IC（平成31年度事業化）
整備延長 4.0km

日長 IC～青海 IC（平成31年度事業化）
整備延長 4.0km

長浦 IC～日長 IC
（令和3年度事業化）
長浦 IC～日長 IC

（令和3年度事業化）
東海 JCT（平成28年度事業化）東海 JCT（平成28年度事業化）

知多南工区知多南工区 常滑工区常滑工区

有料道路事業区間 (愛知県道路公社 )有料道路事業区間 (愛知県道路公社 )

長浦 JCT~常滑 JCT 延長 9km長浦 JCT~常滑 JCT 延長 9km

至 

中
部
国
際
空
港

至 

中
部
国
際
空
港

至 名古屋至 名古屋

　  ③知多南工区施工状況

至 名古屋市至 名古屋市

至 中部国際空港至 中部国際空港

　　①東海 JCT 施工状況

愛知県・東海市共同施行区間
（交付金事業）

愛知県・東海市共同施行区間
（交付金事業）
大田 IC大田 IC

整備延長1.0km整備延長1.0km

大田 IC
（令和3年度事業化）

大田 IC
（令和3年度事業化）

　　②大田 IC 施工状況

至 名古屋市至 名古屋市

至 中部国際空港至 中部国際空港

　  ④常滑工区施工状況

至 

知
多
半
島
道
路

至 

知
多
半
島
道
路

至 

中
部
国
際
空
港

至 

中
部
国
際
空
港

調査中区間調査中区間調査中区間

広域アクセス性の向上による

国土強靱化に資する道路ネットワーク整備

中部圏のモノづくり産業を支える

　災害時においても代

替性・多重性を確保し

た強靱な陸海空のネッ

トワークの構築が必要

になります。

　西知多道路は、災害

時におけるエネルギー

供給地域の早期復旧に

寄与し、車両用燃料等

の搬出など企業 BCP

計画に貢献します。

災害に屈しない
道路ネットワークの構 築

西知多道路沿線のエネルギー供給地域

西
知
多
道
路

西
知
多
道
路

朝倉IC

長浦 IC

東海 JCT方面

東邦ガス東邦ガス

出光興産出光興産

JERAJERA

西知多道路沿線のエネルギー供給地域西知多道路沿線のエネルギー供給地域

：火力発電

：石油精製

：ガス供給
0
2
4
6
8
10
12
14
16

( 件／年 )
平均約5.7時間/回の通行止めが発生
信頼性の向上が課題

【空港アクセス道路のダブルネットワーク化】

エネルギーエネルギー
供給地域供給地域

凡 例

大型貨物輸送路

陸上輸送の場合海上輸送の場合

超大型貨物
輸送路
（ボーイング787
              輸送道路）

提供：中部国際空港株式会社

※

※全線整備の場合
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